
 

音
楽
祭
で
の
曲
を 
再 
披
露 

塩
沢
長
寿
会
の
皆
さ
ん 

た
い
や
き
ブ

ー

ス
の
前 

ピ
ン
を
め
が
け
て 

多
彩
な
作
品
の
展
示 

                 

 
 

新
鮮
野
菜
や
加
工
品
を
求
め
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 

地
区
文
化
祭
が
十
一
月
五
日
（
土
）
十
一
月
六
日

（
日
）
野
木
沢
小
学
校

に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

◇
十
一
月
五
日
野
小

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

八
時
四
十
分
に
開
演
、

一
年
生
に
よ
る
開
会

の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、

合
奏
、
音
読
劇
、
劇
、

総
合
発
表
、
合
唱
、
踊

り
な
ど
八
演
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
や
そ
の

家
族
を
含
め
多
く
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
た
姿
を
観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇
十
一
月
五
日
芸
能

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

午
後
一
時
に
開
演
、
カ

ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
本
舞
踊
五
演
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

団
体
は
中
野
長
寿
会

芸
能
部
、
ク
リ
ス
タ
ル

ア
ロ
ハ
、
塩
沢
長
寿
会

で
し
た
。 

◇
作
品
一
般
展
示
は
、
十
一
月
五
日
、
六
日
の
両
日
、

午
前
八
時
四
十
五
分
か

ら
開
館
し
、
子
ど
も
た

ち
の
図
画
や
盆
栽
、
山

野
草
、
書
道
、
水
墨
画
、

手
芸
、
自
作
陶
芸
、
生

花
な
ど
多
彩
な
作
品
が

展
示
さ
れ
多
く
の
来
場

者
に
観
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

◇
十
一
月
五
日
午
前

十
時
か
ら
販
売
開
始

し
、
地
元
新
鮮
野
菜
や 

加
工
品
、
た
い
や
き 

や
き
と
り
、
鮎
の
塩
焼

き
、
や
き
そ
ば
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
等
を
販
売
し
ま
し

た
。
特
に
た
い
焼
き
や
天
ぷ
ら
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
は

買
い
物
客
で
列
を
成
し
て
い
ま
し
た
。
ど
の
ブ
ー
ス

も
終
了
時
間
ま
で
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。 

野
木
沢
地
区
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス 

ふ
れ
あ
い
の
広
場
「
の
ぎ
さ
わ
の
会
」
が
十
一
月

二
日
（
水
）
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二

班
近
内
博
徳
班
長
に
よ
る
「
ボ
ー
リ
ン
グ
で
楽
し
も

う
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

利
用
者
会
員
二
十
四
名
、
民
生
委
員
、
協
力
員
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
、
各
セ
ン
タ
ー
職
員
含
め
総
勢
三
十
八

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

競
技
者
は
、
先
に
あ

る
正
三
角
形
に
並
べ

た
十
本
の
ピ
ン
を
め

が
け
て
ゴ
ム
ボ
ー
ル

を
三
回
転
が
し
そ
の

合
計
の
数
で
競
技
を

行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
塩
沢
地

区
鈴
木
君
子
さ
ん
が

最
高
二
十
三
本
倒
し
一
位
、
二
位
は
同
点
再
競
技
の

結
果
、
中
野
地
区
の
二
瓶
千
代
さ
ん
が
二
位
、
曲
木

地
区
の
矢
吹
カ
ツ
さ
ん
が
三
位
、
中
野
地
区
の
柄
沢

ハ
ナ
さ
ん
が
四
位
、
中
野
地
区
の
円
谷
正
さ
ん
に
は
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た 

今
回
の
昼
食
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

け
ん
ち
ん
う
ど
ん
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
み
か
ん
、
バ

ナ
ナ
も
添
え
ら
れ
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
回 

十
二
月
七
日 

班
長 

宗
形
兼
徳
さ
ん
担

当
で
す
。
（
テ
ー
マ 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ 

カ

ラ
オ
ケ
で
楽
し
も
う
） 

野
小
っ
子
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

学
校
支
援
事
業 

野
小
っ
子
ク
ラ
ブ
が
九
月
に

開
所
さ
れ
、
現
在
児
童
四
十
二
名
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。 

只
今
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
補
佐
す
る
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
児
童

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
は
各

区
長
、
担
当
近
内
光
慶
、
自
治
セ
ン
タ
ー
二
瓶
清
正

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 
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地
区
文
化
祭
が
盛
会
に
開
催 



昨
年
の
大
会
の
子
供
た
ち 

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者 

  
三
日
（
土
）
野
木
沢
駅
環
境
整
備 

七
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会 

十
日
（
土
）
年
末
年
始
交
通
事
故
防
止
県
民 

 

 
総
ぐ
る
み
運
動 

 

十
五
日
（
木
）
地
域
自
治
勉
強
会 

二
十
二
日
（
木
）
野
小
第
二
学
期
終
業
式 

二
十
三
日
（
金
）
天
皇
誕
生
日 
青
少
協
書
き
初
め
練
習
日 

二
十
七
日
（
火
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
会
議
（
３
班
） 

二
十
八
日
（
水
）
仕
事
納
め 

二
十
九
日
（
木
）
セ
ン
タ
ー
休
館 

三
十 

 

日
（
金) 

セ
ン
タ
ー
休
館 

三
十
一
日
（
土
）
セ
ン
タ
ー
休
館 

  

野
木
沢
地
区
青
少
協
で
は
、
野
木
沢
小
学
校
児
童
対
象
と
し

た
「
書
初
め
の
手
ほ
ど
き
」
、「
書
き
初
め
大
会
」
並
び
に
「
展

示
会
」
を
本
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
。 

日
程
は
下
記
の
通
り
で
す
、
お
子
さ
ん
を
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
下
さ
い
。 

∇
書
き
初
め
練
習
日
：
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日 

(

金)  

於
：
自
治
セ
ン
タ
ー 

午
前
九
時
～
十
一
時
四
十
分 

（
但
し
一
年
生
・
二
年
生
は
硬
筆
と
な
り
ま
す
） 

(

準
備
す
る
も
の
：
書
道
用
具
、
古
新
聞
（
練
習
用
紙
は
セ 

ン
タ
ー
で
用
意
し
ま
す
） 

∇
書
き
初
め
大
会
：
平
成
二
十
九
年
一
月
四
日(

水) 

於
：
自
治
セ
ン
タ
ー
午
前
九
時
～
十
一
時
四
十
分 

 

（
堤
出
用
紙
は
学
校
の
も
の
を
使
用
） 

 
 
 
 
 
 
 

※
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。 

∇
書
き
初
め
展
：
平
成
二
十
九

年
一
月
十
五
日(

日)

～
一
月
二

十
二(

日)  

於
：
自
治
セ
ン
タ
ー 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時 

∇
小
学
校
よ
り
参
加
申
込
み
票

配
布
、
提
出
期
限
は
十
二
月
十
六

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

尚
：
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
自
治
セ
ン
タ
ー 

（ 

二
六-

四
九
三
九
）
ま
で
お

願
い
致
し
ま
す
。 

  

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
受
講
者
十
一
名
、
近
内

光
慶
企
画
委
員
長
に
よ
る
後
期
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
十
一
月
十

日
、
十
七
日
、
二
十
四
日
、
十
二
月
一
日
、
計
四
回
実
施
致
し

ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
映
し
出
さ
れ
る
大
画
面
を
用

い
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
エ
ク
セ
ル

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
機
能
を
実

際
に
操
作
し
シ
ー
ト
上
に
作
成

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。 

計
算
方
法
で
合
計
、
差
額
、
平

均
、
達
成
率
や
グ
ラ
フ
の
作
成

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

受
講
者
全
員
に
野
木
沢
自
治

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
後
期
修
了
証
書
を
全
員
の
方
々
に
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 次

回
の
教
室
に
つ
い
て
も
、
要
望
の
多
い
ソ
フ
ト
の
研

修
を
数
回
に
亘
り
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
是
非
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

野
木
沢
加
工
所
「
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」 

野
木
沢
ま
ち
づ
く
り
特
産
品
部
会
代
表
吉
田
和
子
さ
ん
ほ

か
十
三
名
会
員
「
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」
は
、
四
月
オ
ー
プ
ン
以

来
十
一
月
二
十
日
で
十
六
回
開
催
し
多
く
の
来
場
者
に
支
え

ら
れ
本
年
度
の
販
売
最
終
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
開
店
と
同
時
に
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
豚
汁
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
加
工
品
や
ま
ぜ
お
こ
わ
、
ふ
り
か
け
、
加

工
品
、
地
場
野
菜
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

来
年
度
も
一
月
か
ら
販
売
開
始
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

部
会
を
想
定
し
た
団
体
に
よ
る 

地
域
自
治
勉
強
会
開
催 

四
回
目
の
地
域
自
治
協
議
会
勉
強
会
が
十
一
月
九
日
（
水
）

自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
地
域
づ
く
り
推
進
課
、
部
会
を

想
定
し
た
団
体
に
よ
る
総
勢
十
三
名
の
出
席
を
い
た
だ
き

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
正
副
区
長
、
区
長
Ｏ
Ｂ
、
各
公
民
館
婦
人
部
長

の
方
々
で
、
地
域
自
治
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
後
日
取
り
ま
と
め
全
体
勉
強
会
の
中
で
報
告

し
ま
す
。 

 

次
回
は
、
十
二
月
十
五
日
（
木
）
第
五
回
目
の
勉
強
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
二   
月
の
野
木
沢
地
区
行
事
情
報 

野
小
児
童
の
書
き
初
め
大
会
参
加
の
ご
案
内 

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ

ー

後
期
パ
ソ
コ
ン
教
室
終
了 


